
「第３回畠敷・願万地地区内水対策検討会」議事要旨 

日  時 平成３１年 ３月１８日（月） １４：００～１５：００ 

場  所 国土交通省中国地方整備局三次河川国道事務所 ２階会議室 

出 席 者 ○委員 

 河原能久（広島大学大学院教授）、小森清信（広島県北部建設事務所維持課長）、

 柴田 亮（三次市副市長）、落田正弘（三次市総務部長）、 

 坂本高宏（三次市建設部長）、道中貢（三次河川国道事務所長） 

配付資料 資料－１ 第３回畠敷・願万地地区内水対策検討会 議事次第 

資料－２ 同上 出席者名簿 

資料－３ 同上 配席図 

資料－４ 第３回畠敷・願万地地区内水対策検討会 検討資料 

 

議事要旨 １．開会 

２．検討資料の審議 

  事務局より以下の項目について、説明を行った。 

① 平成 30 年 7 月豪雨における浸水対策について 

 

  【平成 30 年 7 月豪雨における浸水対策についての審議結果】 

   2018 年度から 2022 年度を目標に以下の浸水対策を実施することで 

意見集約された。 

・国交省においては、 

① 河道掘削及び樹木伐採 

② 燃料タンクの増設 

③ 排水ポンプの増強 

・広島県においては、 

① 支川の改良 

・三次市においては、 

① 流域対策 

② 排水路の改良 

③ 土地利用規制 

 

  なお、資料－４の P.20 内水対策メニューの実施位置・範囲等については、 

今後調査・設計により確定していく。 

今後、事業の進捗等を共有する場を設け、国、県、市が連携して取り組んで

いく。 

 

３．閉会 

※ 議事要旨と検討会資料は、本日中に三次河川国道事務所のＷＥＢサイトにお

いて公表する。 

以上



 


